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1．はじめに

　タンガニーカ湖は東アフリカを南北に縦断する大地溝帯に位置する構造湖である。湖の

長径は南北に650km、平均幅は約50　km、湖面積は33，000　km2の大湖である。最大水深は

北湖盆で1，310m、南湖盆で1，470mで、バイカル湖に次ぐ、世界第二位の深い湖である（滋

賀県琵琶湖研究所、1984）。湖の集水域は約25万k田2に及び、湖面積のおよそ8倍であり、

主な流入河川はキブ湖を水源とするルジジ川と湖の東側の広大な湿潤森林地帯を貫流し、

湖中央部よりやや北に流入するマラガラシ川である。本研究はこの最大流入河川であるマ

ラガラシ川河口域の生態系の構造を明らかにすることを目的として行われたものである。

　タンガニーカ湖の研究は、水質についてはBeadle（1974）がアフリカの陸水を概説した中

で取り上げ、プランクトンについてはCa1磁a鍛（1899，1906）、　Talli鷺g（1969）、　Mulimbwa（1985）、

水野（1986）が報告している。また、京都大学の研究チームがタンガニーカ湖北部を中心

として、沿岸域の岩礁域に生息する魚類の生態学的研究を詳細に、長期継続して行い、数

多くの成果を上げている（川那部ら、1979～1987）。しかし、タンガニーカ湖最大の流入

河川であるマラガラシ川とその河口域に関する研究は、本研究が行われた時点では潤立っ

た研究は行われていなかった。マラガラシ川河口域には広大なデルタ地帯が形成され、広

大な水生植物帯と共にラグーンも存在している。また、湖側には大小の砂蠣が発達し、現

在でも河口域地形は常に変動している。このような水生植物群落を擁する浅い地域はタン

ガニーカ湖本体の湖内とは異なる独特な生態系を構成し、湖全体の生態系を維持する上で

も重要な機能を有していると考えられているが、その詳細については不明な点が多いのが

現状である。そこで、本研究ではまず研究の手始めとして、マラガラシ川河口域の地理的

変遷と生物群集の構造について調査した。その概要を報告することにする。

　本研究は1986年と1987年の文部省科学研究費補助金（課題番号：61041034、62043031）

により、河端政～（信州大学）が代表で行われたものであり、タンザニア国水産研究所キ

ゴマ支所との共同研究として実施された。
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2．研究対象地域の概要と調査、分析方法

　調査基地としたキゴマ市はタンザニアの首都、ダルエスサラームから西に約1，000k鐙内

陸にあり、南緯4度53分、東経29度38分に位置している。標高は880mである。マラ

ガラシ川の河口はキゴマ市から南に約50kmの地点で、本流をやや南側にして、網目状の

水路となって流入している。河瞬域の地形はこの網目状の水路によって形成されたデルタ

状の地形となり、現河口の南側には長径約1，200n1、幅約150m、水深50　c烈の水生植物が

繁茂するラグーンが発達している。このラグーンには1％7年に撮影された航空写真をも

とにした地図には描かれていない。周辺漁師の話では現在の河口は新しいもので、旧河口

はこのラグーンと湖をつなぐ南側の水路にあったとなっている。これらのことから、現在

の河口は1947年以降の洪水等が原因となって新たに形成され、その折に流出した土砂が

河口の一部を閉塞して現在のラグーンが形成されたものと推測される（図1）。

　採水およびプランクトンの主な採集地点は図2に示してある。湖側では水深90m地点

をもっとも沖側の地点とし、岸との中間地点にもう一つの調査地点を設けた。マラガラシ

川のst5地点（イラガラ村）は河口から約5kmの地点である。最上流部のst6はst5から

さらに約5k無上流で、ここからは2m程度の段差を経て内陸ヘマラガラシ川は続いている。

底質は最上流地点のs£．6（底質は直径10～30c翔の砂礫）を除いてすべて砂胆である。　st5

からst．6に至る河岸の堆積層中にはカキ殻が大量に集積している層が観察された。

　マラガラシ川河口域との比較のために、タンガニーカ湖のキゴマ湾に4地点、隣接する

ヴィクトリア湖のムワンザ湾、タンザニア水産研究所ムワンザ支所沖合2km地点に1地点

の調査地点を設定した。キゴマ湾のもっとも沖合の調査地点の水深は約100mである。

　調査時期はマラガラシ湾河口域が1986年10月14日～10，月31日、キゴマ湾はll月9

日～11月13臼、ヴィクトリア湖ムワンザ湾は11月6日である。

　水質（濁度、EDTA硬度、　PO、一P、　NO2－N、　NO3－N、　NH4一：N、　SiO2、　Fe）の測定はできる

限り現地での直接測定を心がけ、HACH婦警の簡易水質計と分析試薬によって行った。

胆水は、GF／C（Wh鋤nann社製）をあらかじめ450℃、30分間焼き、乾燥したものでろ

過し、分析に供した。ろ液の一部はガラス製バイアル瓶に保存、β本に持ち帰った後、ICP

（高周波誘導結合型発光分光分析装置、第二精工舎製）によってCa、　Na、　K、　Mg、　Siを、

イオンクロマト分析計（DIONEX祉製）によってPO・一P、　NO・一N、　NO・一N、　F、　Cl、　SO、の

分析を行った。クロロフィル量の分析は、現地で試水を前述のGF／C濾紙でろ過労、これ

をシリカゲルを入れた簡易デシケータ中に保存、帰国後に90％アセトン抽出法により測

定、UNESCO－SCORの算定式に当てはめ、算出した。溶存酸素量はYSI生存酸素計にて

電気伝導度とpHは東亜電波祉製携帯型測定器によってそれぞれに直接現地で測定した。

植物プランクトンは試水をホルマリンで固定、沈殿、濃縮後に100ccポリ瓶に保存、動物

プランクトンはNXX15網目のプランクトンネットで採取、ホルマリン固定し、帰国後に

検鏡、同定している。バクテリアの試料は試水をホルマリンで固定、10ccバイアル瓶に

保存、帰国後に落射蛍光顕微鏡にて、アクリジンオレンジ染色で直接計数し、全今回とし

て記載している。

　マラガラシ川河口域のラグーン内と河目南側にあるカラゴ村の沿岸で水生植物の調査を

行った。ラグーン内では50x50　cmの方形枠による坪刈を、カラゴ村沿岸ではベルト状に
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純群落を形成しているイ草（Soノ脚3励θ7mθ〃70班伽の帯についてはライン・トランセク

ト法による群落構造の解析を行った。水草帯では水生植物体を洗うことでヌマエビ

（五ゴ襯ooαア伽α纏η9碗ア売α，　Cαアノ伽αsp．）の採取を行うことができた。

　魚類の採集はマラガラシ川の河口部を中心に行われた。河頑から3k田地点はマラガラシ

川本流で、岸はパピルス（（擁フθ7㍑3　　sp，）やヨシ（P加αg砺’θ3　sp．）が茂る、川幅約201n、水深2

～3mの地点（A地区）である。　B地区は河口に形成されたラグーンで、本湖への開目部

は幅約10m、水深約2mで、周辺にはイ草類が繁茂している。ラグーン内の岸よりは水深20

～40cmと浅く、底にはセキショウモ（晦〃ノ3εηε7ゴαsp．）、フサモ（融ア∫op勿〃z捌vθπノ。ノ〃α’π吻な
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図1．マラガラシ川河口域の地形の1947年と1986年の比較

　　　The　topographycal　cha雄ge　of　the　river　mouth　of　River］Malagarasi　between玉947　and　the

　　　presen£（1986）．
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図2．タンガニーカ湖流入河川、マラガラシ川河口付近の地図と調査地点

　　　The　map　of　the　mouth　of　River　Malagarasi　a且d　the　stati狙os　for　sarvey　l簸Lake

　　　Tanganyika．

どの沈水植物が密生している。C地区はカラゴ村の沿岸にあるイ草帯で、水深は約2mで

ある。魚類の採集は主に刺し網で、目あいは1．8、3．8、7．Ocn1の三種類で、網の幅は90～200

c獄のものを用いた。魚類の採集はA地区では流れに直角に1回、流れと平行に4回設置

した。B地区では開q部に直角に2回、平行に2回、イ草野に沿って2カ所で、2回設置

し、C地区ではイ華帯に沿って、昼夜を通して3回設置し、採集を行った。さらに、いず

れの地区でも5～10【皿n目のカニ籠を併用し、魚類の採集をすると共に、適宜タモ網を使

用、あるいは地元漁師から漁獲物を購入することで試料の補強を行っている。

3．結果と考察

　表1と表2に現地で測定された水温と水質について示した。熱帯の湖沼の常として水温

の変化は季節的にも大きくはない。本調査時の水濫はマラガラシ河鐵域で25．8～267GC、

マラガラシ川河川水でも25，6～266℃と、両者に大きな差は認められなかった。タンガ

ニーカ湖内部でも河口から沖合2k撫まで、表層水温は26．5～26．8℃とほとんど変化はな

い。マラガラシ川河口から北50k雛のキゴマ湾でも、表層水温は25．9～264℃と、大きな

差は認められなかった。マラガラシ川河口から2k皿沖合で鉛直的な水温分布を測定した結

果でも表層から水深90mまでの水虻は26．8～26．9℃とほとんど変化はなく、熱帯湖沼特

有の水温分布が観測されている。

　しかし、水温以外の水質では河川水と湖沼水では濃度に違いのあるものが認められる。

電気伝導度は河川水では334～373μs／clnに対して、湖沼水では689～695μs／clnとおよそ2

倍の濃度となっている。pHと硬度についても同様で、　pHは河川水で8．07～8．64、平均値で

8．33に対して、湖内部では9．08～9．27、平均は9．17と0．84アルカリ側に高くなっているこ
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とが分かる。硬度も河川水の揚油が112～！26醗gCaCO3／1、平均で119mgCaCO3／1に対して、湖

沼内では168～181mgCaCO3／1、平均で174穣gCaCO3／1となり、湖沼内は河川水の約1。5倍の硬

度となっている。河口域のラグーン内は河川水と湖沼水の交換、地下水の供給により場所

によって異なるが、河川水と湖沼水の中問的水質（電気伝導度：472～611μs／cm、　pH：7．

46～8．65、硬度：119～15伽gCaCO3／1）となっている。

表1．タンガニーカ湖カラゴ沖合、沿岸域とマラガラシ川の現場での測定（1986年10月15、

　　16、29剛による水質。

　　　Limnological　data　of　Malagarasi　es鋤ary　aHd　off謡ore　of　Karago，蓑ear　Kigoma　of　Lake

　　　Tanga薮y癒a。（15－16，0ct．　a戯d　290ct，1986）

St　no 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Da急。蟹 15／9 15／10 15／11 15／12 16：9 16／11 29／ 29／ 29／

De雛 m 3．◎ 1．2 0．8 90
W。T， 。C 26．3 25．8 267 26．8 25．6 259 27．2 269 26．9

Ec s／c議 597 360 36◎ 373 360 334 695 691 689

H 8．95 8．22 8．39 8．07 8．64 8．35 9．08 9．27 9ユ5
Turbidi de　ree 5 5 5 5 2 8

NO3－N mII 0，068 0，090 0，090 0，090 0，068 α090 0，045

NO2－N m／1 0，007 0，007 0，004 0，014 0，O14 α018 0，002

NH4－N m乃 0，玉08 0，玉24 0，1里7 0，117 0，685 ◎，王24 0，101

PO4－P m乃 ◎，◎07 00◎7 0，◎◎4 ◎◎玉4 0，O14 00玉8 0033
Sio2 憩乃 三97 2．36 2．32 5．6◎ 1295 135◎ 0．20 0．15 0．43

CaCO3 撮涯 209 112 118 126 王18 119 181 173 168

Fe 磁涯 0．00 0．04 0．04 0．05 0．01 0．02

Alkal圭難it degree 22 24

表2．カラゴ沖合2k皿（st．9）の水温と水質の鉛直てき変化（1986年10月29β測定）

　　　The　vertical　changes　of　v～・ater　tempera膿re　aRd　water　q疑段1i㌻y　at　statlon　9，2K田of覧shore　of

　　　Kigoma　Village，　Lake　Tanganyika．

＊Tra薮s　　arellc　　：　11。5　碧n

D　h Om 10－12m 20－22m 90狙
W．T．　C 26．9 26．9 26．9 26．8

H 9．15 938 9．39 921

Ec　s／cm 689 709 705 693

DO　％ 88 81 88 90

PO4－Pm 0，033 0，043 0，023 0，013

NH4－N斑涯 0，101 0，078 0，093 0，109

NO2－Nm涯 0，◎02 0，001 0，001 0，001

NO3－Nm／l 0，045 ◎，034 0．0爆5 0，045

Sio2mA 0．43 039 0．35 0．38

Fe　m 0．00 0．00 0．00 0．00

CaCO3　n1／玉 玉68 174 玉78 180

A韮ka翌ini 24 24 22 25

ChL．a　m／m3 0．83 L37 1．08 1．15

＊Kigoma　Bay：Chl．一a　O．67－1．19　mg／m3

＊＊Lake　Vict面a，　Muwanza　Bay：Ch1．一a　7．17　mg∠m3
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　図3に示すように、ラグーンの長軸に沿って100膿ごとに水質を測定した結果、ラグーン

の開口部（電気伝導度：611μs／cm、　pH：8．65、硬度：15騒gCaCO3／1）から内奥（電気伝

導度：472μs／c磁、pH：7．83、硬度：120醗gCaCO3／！）に向けて本田の影響が減じ、河川水

に近い水質に変化する傾向が明らかにされた。その原因はラグーン内での河川水と湖水と

の交換の程度が関係するが、本湖からの湖水の進入には風による、湖流の強さ、あるいは

静振が関係していると考えられる。

　タンガニーカ湖本四の溶存酸素量は、マラガラシ川河口から2km沖合で、表層から水深9

伽まで飽和度で90～100％であったが、水が停滞するラグーン内部では40～80％と、湖へ

の開臼部で高く、ラグーン内奥で低い飽和度となっていた。内奥部で低くなる原因は、ラ

グーン内に大量に繁殖する水生植物の堆積と陸域から搬入された土砂が腐泥化し、分解が

活発に行われていることによるもので、人的な汚染によるものではない。このような熱帯

地域のラグーンの特性の一つと考えられるが、ラグーン全域には大量の水生植物が繁茂し

ていることから、昼間の光合成による酸素供給を考えると、全域が嫌気的状態になること

は考えられない。

　表3にマラガラシ川と河鱒域から2k織湖内までの溶存無機成分について示した。比較のた

めに、同時期に採水したヴィクトリア湖ムワンザ湾内の水質と臼本の河川水質の平：均値（小

林、1960）を示した。タンガニーカ湖の中部沿岸における水質の代表値とするにはサンプ

ル数が少ないが、タンガニーカ湖の水質と濤本の河川水質とを比較すると、カチオンの濃

度はカルシウムイオンを除いて、きわめて高い（Cバ：17．7mg／1、　Mビ：！7．51Rg／！、　Nゴ：

35．Omg／！、　K㌔2。3囎／1、）こと、特にマグネシウムイオンの濃度が高いのが特徴である。

しかし、ヴィクトリア湖のカチオン濃度は潤本の河川水の濃度に近かったことから、今回

タンガニーカ湖で測定された水質特性はアフリカの熱帯湖全般に当てはまるものではない

と理解される。

Ph．：P搬a霧mites・＄P・

LTa晦ganylka

、P野h一キ〉飛

　　　　Ph．

囎§、厚綿
’p・ンニ
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　　　　　P紅　　　・・｝＝詠

図3．マラガラシ川河口のラグーンの形態と植生分布の概略。図中の数字は調査地点。

　　　Ph：ヨシ群落、　rush：イ草群落、　Trapa：ヒシ群落

　　　The　shape　o働e　lagoon蹟d　the　vegltatlon　map　l豆the　lagoo1漁㎜ed　in　the　mout｝10f

　　　River　Malagarasi．　the負gures　l鍛the　graph　show　the　stations君or　survey，
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表3．タンガニーカ湖、マラガラシ川河口域のICP分析による無機成分（1986年10月）

　　　The　co烈ce瞭ation　of玉norg蹴ic　compo難e搬s　of重he　estuary　of　River　Malagarasi，　Lake

　　　Ta薮ga獄yika　and　M：uwallza　Bay，　Lake　Victoria（Oct，1986）．

Ca

B八
Mg
高`
Na
鵠T

K
m
乃

SO4

香^l

α
m
ハ

d－Si

香^1

T－Si

香^1
CM．a
ﾀ／m3

Bacteda
?撃n6／cc

L－！ U8 24．2 504 26．6 3．48 20．0 0．93 15 4．5 0．37－L89

L－2 209 14．3 275 2．3 2．76 21．7 1．11 10．2 19 0．36－2．91

1－3 20．6 13．9 27．0 2．2 2．84 33．2 1．09 10．0 1．3 0．20－3．00

R－4 207 140 260 2．7 2．89 22．5 2．63 10．1 0．8 0．19－263

R－5 205 139 279 2．3 292 35．2 6．◎9 10．0 0．8 0．37－351

R－6 192 131 240 25 293 215 635 95 11 130－392
L．V重。芝。薮a 46 25 95 32 145 35 1．55 2．1 7．2

葡

Ja　an（R） 8．8 L9 6．7 1．2 1α6 5．8
襯 89 脚 扁

＊　L：Lake　　R：River　　　＊＊d－Si：disso韮ve（圭S圭　丁一Si：Total　Si

＊＊＊Japall（R）：Kobayas1｝i（1960）

　また、マラガラシ川河川水とタンガニーカ湖湖水の水質を比較すると、湖水と河川水で

はほぼ近い濃度であり、硬度や電気伝導度での比較とは異なった傾向にある。糊様に、逆

のケースとして溶存珪素の濃度がある。ICPによって測定された全珪素は河川水と湖水で

大きく異なることはないが、現地で測定した比色法による溶断珪素は沿岸域では河川水の

20％以下（1mg／1前後）、沖合2k憩では10％に満たない濃度（0．391ng／1）でしかなかった。

これはヴィクトリア湖の1．5甑g／1よりも遙かに低い値である。原因は湖水中では珪藻類に

よる吸収が常時行われているためであろう。同時に測定されたタンガニーカ湖沖合地点で

のクロロフィルa濃度は0．8～1．4mg／m3であり、キゴマ湾でも0．7～L2mg／rn3であった。タ

ンガニーカ湖の基礎生産力は両地点の溶存珪素量から判断して、この時期は珪素により律

速されている可能性が高い。しかし、琉ckeyら（1978、1981）は他の地点の測定ではあ

るが、比較的高い基礎生産力を報告していることから、タンガニーカ湖全域が貧栄養的で

あるとは限らない。

　ちなみに、総論珪素が多かったヴィクトリア湖ムワンザ湾の場合にはクロロフィルa量

は72mg／n13と、中栄養的であり、珪素による制限はみられなかった。ムワンザ湾では珪

藻類の発生が認められ、十号では藍藻類による濃密な水の華現象も観察された。

　植物プランクトンについては表4に示した。量的、質的にもっとも多いのはラグーン内

部で、鞭毛藻5種、藍藻類4種、珪藻類12種、緑藻類9種が確認された。ラグーン内部

と河口域で特徴的なことは、沖合に比較して種類数が多いことである。しかし、ラグーン

内部で優占していた（加刀。伽ノ徽　sp．を除くと、特に優占する種は少ない。特徴的な種と

してはCo3〃謝〃溜sp．が上げられるが、その他に糸状の藻類が多いことも一つの特徴とし

て上げられる。これらの藻類を除くと小型の藻類がほとんどを占めている。

　一方、沖合2km（st．9）では鞭毛藻1種、藍藻類3種、珪藻類9種、緑藻類4種が確認

された。沖合では特定の種が優閉する特徴が認められた。特定種としては、藍藻類の

C乃アoooooo〃3　sp．、珪藻類の1㍑zo伽sp．、緑藻類のD／o’わ励αε溺π溜sp．が上げられる。これ
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表4．タンガニーカ湖沿岸とマラガラシ川河口域の植物プランクトン組成（1986年10月）

　　　　　Phytopla簸kton　i鍛the　estualy　of　Rver　Malagarasi　a簸d　the　of猛hore　of　Karago，　Lake

　　　　　Ta獄ganyika（Oct．，1986）

Species St．5

kagOO
S重．2

dstu＆r

St3
rhore

St．1

kittoral

St．8

Offshor

G〃2κ0罐η風脚S． 枡
十 十 十

Cε順伽〃2s， 十

翫1ε澱s． 十 十 十

P加。鋸s． 十

7＞・α（2乃θ101η01？α∫S． 十

Cゐア000000143　S　　　． 十 十 督
Z＝）α0　　100ζ）0　　3／3　S　　． 十

娩アノ3〃70ε罐6どS． 十

030∫11ζγ’o／4ノα　s　　． 十 十 十 十

Z”みαs． 十 十

、4ηα魔ε刀αs． 十 十 十 十

漉103かσs． 十

乃α11躍ノos， 十 十 十 十

5「肥爵ou三脚 十 十 十 十

Ss． 十 十 十 十 十

Coo60刀θ孟g　s． 十 十 十 十

D／10ηεノ3s． 十

Gγ03ノ脚αs． 十 十 十 十

ハ偽ソノ0100ア　’00θ乃α1α 十 十 十

亙　　　　μ〃zσ 十 十

ハ疋　　　　1σoεηご〃1α 十 十

亙　　　　αηz∠〃。α 十 十 十 十 十

八「，s　． 十 十

Go1フ　　ゐ017θ〃2α　S　　　． 十 十 十

C唱うε〃αs　． 十 十 十 牽

ハ々彪30／010η孟∬吻α 十

甲乙s． 十 朴
C　乃ワ6～’o　　Z島〔ε1罐α　S　　． 十

翫酔θ11σs． 十 十

Pε4ぬ3’アz〃ηs． 十

Go1θη窺η∫os． 十

D／0が03乃αε万珈2S． 軒 曾
C乃107ε〃αs． 十

5ヒθηε漉∫1η雄αゐπηぬηoθ 十

8　　　　　　　躍ηη飯5 牽 十

S　　　　　　oみ1ノμ5 十

βZご1～う00乃ζ7θオε　S　　． 十

εか。　耀s， 十

《4磁εoオノρs． 十 十 十

Goη0ご02r　　oア2　S　　． 十

P18〃70劾θηノZ〃2　S． 十

Clo3’ε吻〃7　s． 十 十

Co蹴α吻溺s． 十 十

Eπα5醐溺s． 十
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ら3種で植物プランクトンの全細胞数の90％以上を占めていた。沖合のみに出現した種

としては、珪藻類の茄’甲乙sp．と翫ア惚伽sp．、緑藻類のZ）ノ顔。励α朗襯sp，が上げられる。

　動物プランクトンについては田中（1988）が枝角目を中心に詳しく報告しているので、

本報告では植物プランクトン採集時に同時に採取したものについて報告する。表5にラグ

ーン内部、河口域と沖合で出現した種を比較して示した。ラグーン内部と河口域の特徴は

植物プランクトンの場合と同様に出現種数が多いことである。また、出現種の中にワムシ

類と原生動物が多いことも特徴的である。その原因の一つとして水生植物に生息場を依存

表5．タンガニーカ湖沿岸とマラガラシ川河難域の動物プランクトンと底生動物の組成

　　　（1986年10月　）

　　　Zoopla簸k亡on　and　zoobe鍛thos　i償he　est縫aly　of　Rver　Malagarasi　a葺d　the　o館hore　of　K鍍ago，

　　　Lake　Ta且ga皿yik段（Oct，1986）

St．no， S亡。5

kagOO
S£。2

dstuar
St．3

rhore
St，1

kittora玉

S重．8

Offshor

Dノ　μノα1／1ηηε∫ノ。3 十 浄

D．　　　　躍ノ07〃2ゴ5 十

、4κε〃α謝ooゴ4ε3 十 十

．4．　　飽漉αm 十

Ciliata 十 十 十 十 十

乃物がη03／3s 十

靴）ア’ノ。ε伽s 十 や 率 十

P乃ノ10罐肥s 十 十 十

Po1α肋アαs． 十 十

乃・ノ。乃ooθ70αs 十 十 十

βアα0痂0ηπ∫ση麗1αアノ5 軒 十

β．　　㍑α6かノ。ヒ班躍π5 十

8．　s， 十

κεア躍ε110s 十

五εooηθs． 十 十

憎憎1σs 十

Ro’ノθ7αs． 十 十

五伽η000加ぬ醗ηαηノ0σθ 十

C肋ε∫oηo燃s 十

∠）ノαオ。〃2zム∫∫ノ〃2　Zεκ　（adult） 幸

（CQ　e　odid 十

M850の・0101ワ5　18μo肋7〃
iadult）

十 十 十

（co　e　odid） 牽 暑 暑
簸au　lius 十 十 骨 骨
03〃oooぬs 牽

C乃か。ηo〃2∫4Larvae 十 十 十

Msisofル勿07z‘アα8 十 十

乃のノ101ぬθ 十 X 十 X
E乃θ溜顔ぬε X 十 X
Cαε加ぬε X 十 X
C乃か。ηo溺ノぬε 十 X 十 十 X
Metalnvsis　ofノ肋0置Z〃・α9 X 十 X

x：纂osample
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する種の存在が上げられる。一方、沖合では出現種痘は少なく、甲殻類の擁脚類が多い。

この傾向はこれまでに報告されていることと一致している（水野、1987）。

　ラグーン内部のセキショウモ（晦1醜ηθアぬsp⊃群落からは大量のヌマエビ（ゐ吻ηoo朗伽。

伽gαηア緬θ，C傭伽αsp．）が採取された。　Calman（1899，1906）によれば、タンガニーカ湖

産の淡水エビ類としてテナガエビ科1種とヌマエビ科3属11種が記載されている。この

うちヌマエビ類はすべてタンガニーカ湖の固有種であるとみなされていて、シクリッド科

の魚類と同様にタンガニーカ湖において特有の種分化をとげたものと考えられている。採

取されたヌマエビの繁殖形質については別途、益子、河畑、沖野（1990）で報告されてい

る。

　沿岸域の底生動物は表5に示すようにヌマエビ類の他に4科が出現し、水生植物帯から

は水生昆虫類のモンカゲロウ（動加〃2εア14αεsp．）とヒメカゲロウ（Cαθηノぬεsp．）が出現して

いる。水野（1987）はタンガニーカ湖北部の沖合を中心としたプランクトン組成と沿岸域

の岩礁域において底生動物を調べ、プランクトン相が貧弱なこと、底生動物は豊富である

ことを報告している。今圃の調査は限られた地域と回数であり、比較は困難であるが、沖

合のプランクトン相が貧弱である点は一致した結果であった。

　マラガラシ川河目域で観察された水生植物は抽水植物5種（P乃mg1競θ5　sp．、乃励。　sp．、

3碗ρμ3励ε脚αε〃20班。加、P卿ツ耀∬p，、　Z～zα伽sp，）、浮葉植物5種（7吻σsp．、＆γ／v謝α観αη3、

pO伽og8‘0η撚〃ぎη0伽∫、1～肋2舜α即sp．、伽1ッαZε㊧roκ）、沈水植物8種（PO’α脚og8纏脚1α～αη薦、

P乃ε励’01ノ砒、P．σ・～αη伽3、吻ア砂乃ッ1伽vεπ1・ノ〃α珈へ晦1〃5θηθ声1σspへ冠ψ∬p．、　C乃αm　sp．

and　unide11面ed　plant）であった。これらの水生植物のうち、パピルスは川の岸辺およびデ

ルタを形成している水路内に繁茂していたが、カラゴ村付近では湖岸の湖に面する岸辺に

は観察されなかった。しかし、ヴィクトリア湖では湖に面する岸辺に密集しているのを観

察している。タンガニーカ湖のマラガラシ川河口付近は砂嚇の発達状況から推測されるよ

うに、湖からの風波が大きく、波の影響によりパピルスが生えにくい環境にあるのかもし

れない。

　一方、ヨシとイ草の場合は湖本体の湖岸に帯状に分布している箇所が多く見られた。特

に、カラゴ村近くのイ草群落はおよそ50mの幅で、草丈も2mに及ぶ、密な群落を随所

に発達させている。ヨシの場合は水際の陸地化した箇所に繁茂し、その前面にマコモを配

する場合もあるが、マコモ自体の密度はさほど密ではない。ヨシは川岸にもデルタの陸地

化した場所に多く見られるが、旧河目と思われる箇所に発達した1kmにもおよぶ砂鳴上に

も点々と島状に存在している光景が見られた（図4）。

　沖合に向けて開放された地形の湖岸には沈水植物帯の発達は認められなかった。しかし、

河口部に湾入した地域には浮葉植物と沈水植物の群落が密度高く繁茂している。この河口

域全域の岸辺から沖へ向けての水生植物の植生変化を類型化すると図5のように5類型に

分けることができる。植生が途切れた地域の底質はどの類型でも一様に砂質であった。マ

ラガラシ川河口域のラグーン内部は水深1m弱と全体に浅く、数種の浮葉植物と沈水植物

が純群落を形成していた。その中の主な水生植物と本湖沿岸に帯状に群落を形成していた

イ草について測定された現存量（生重量）は以下の通りである。もっとも現存量の大きい

のはセキショウモ（陥zz醜確ノαsp．）の5．6　kg／磁2、次いでヒシ（乃4ραsp．）の4．1kg／皿2

とフサモ（吻航ψ勿伽御vθκノ。～11伽〃2＞の4．Okg／m2であり、小型浮葉植物のサルビニア
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Scアi…蛙
Ph　3一望3迦Pπu　P．　IRalaia！｝US

▽　7　V己工liseneria
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖諺〆／
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図4．マラガラシ川河口付近の砂嚇と植生概略図

The　s韻d　spits鐡d　vegitatio簸aro職d癒e拠。斑h　of　River　Malagarasl．

　　　　　　　（湾口域）

　　　　　　　　τype　1．　　一　　　　sand
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トへ　サマ　　タ

　　　　　　　　　　　2．　　　一　　L＿臨　　　　sa臓d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ロ　り　レ

　　　　　　　　　　　3・一』』鯉］一幽鱒蛙．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．幽．

　　　　　　　　　　　4・　L』←鯉］遡一幽］＿§鱒．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　5・』』遡LL迦幽幽」．§鱒，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣

　　　　　　　（漢｝紺内）

　　　　　　　τype　6・］腿一階喫鉱．撚慧し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　遡

　　　　　　　　　　　7・　趣］幽］齪］囎鑑購熊♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並

図5．マラガラシ川河州内と河口域の植生分布の5類型

　　　　The奴P…f・・git・ti・・i漉・h・・・…dth・斑・厩h・柵…M・1・g鍵、、i．
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表6．マラガラシ川、河口域とカラゴ沿岸域の魚類相（1986年10月）

　　Fish　fa礒na　of　Rjver　Malagarasi　a薮d　the　littoral　zolle　of　Karago，　Lake　Tanganyika（Oct．，1986）

F　i1 i R L F
五εノob∫か6ηノ6めε P70’0オεア〃3α0劾ノ010π3 十

Pの卿7ゴ伽 Po勿’ε耀3εη41／o乃θ刀ooη910z‘3 十

P．　0アη厩ノゴη〃ノ、∫ 十 十

α4ρθ∫ぬε 五〃ηη0醗アノ∬61〃π0ゴbη 牽 十

ε’1℃吻κ∬α薦ηαηノ0αθ 十

三。耀卿ぬ6 刀功ρρρo四脚耀8漉800z妙κ01勉5 十 十

Gηα誘。ηθ灘㍑310ηぎノ肋乃ノ3 十

Mαr（7π3θ加z433オαη1θα17μ5・ 十

c加moノぬθ ノ11ε8オ（ヲ3力卯ゐεアゴ 十 十

・4．　吻αoア（塑劾勿肋〃5 十 手

・4．　z加4の1例履 十 十 十 十

β型oo澱θ伽0ρ5わ。π1εη9εが 十

刀ン4b7αミyη〃3　vノ’∫α敵3 十

ル倉07α1θ3’θ3舘0ηη3ノ 十 十 十

C痂α肋ノぬβ Cノご乃αηημ∫15必603〃3 十

D／3’ノ0乃0吻3　05℃ノ016～オ〃、∫ 十

C）勿ηノ伽 βπア肱∫溺ゴ01¢ρノ3癬01¢ρノ3 十

β．　’声（4ガ401召ρ3／3 十

β．　SPP． 十

加ゐθo伽羅 十

ρρ3研励π溺〃うαη9εη3／3 十 十

1～αノα1ηα336ぎ10吻01〃0ノπ5 十 十

30乃ノz乃ε∫ぬθ εo痂1ゐε〃25∫z躍 十

βα9万ぬ8 ・肋。加幻091αηゴ3000ノ漉η∫α1ゴ3 十

βαg耀3ぬ。溺盈 十 十 十

C乃　皮。乃ア乃88ノαηθηηα 十

福01α’8ア〃7ノ面ε 砺oZα’εr〃削3ε1θ0ぴ10礁 十

（ンρアノ加ゐηがぬθ ・4Ploo乃θノ1／oん伽g∫フπ溺ノ1π溺 十 十

ゐα溜1プ。乃功γ5～αηαηノoo〃5 十 十

Cε海rゆ。溜ぬθ ゐ躍ε3αη9μ舘砂。η3 十

孟．脚ク7／4θ 十 十 十 十

五．　溺ゴ0ア01〔～3／3 十 十 十 十

ル名61、∫’αoε1ηろε1ノぬε Mα5プαCθ〃715（～1π8η700アガ 十 十

距’κ～040ηが面ε 7セかα040η〃7ろμ 十

C／o乃Zノぬε Bσご1ψαごθ53P． 十 十

Colloo加。溜ノ5脚σoア（～ρ5 十 十

C　．ρZeπ70ミρノZ鰐 十 十 十

Gησ茄oo乃70履3雌アノ 十 十

町回〇〇ゐア0加3∂πκ0ηノ 十 十

π．乃。アεノ 十 十 十

五σ脚70109㍑∫oα〃膨ε7鋸 牽

五．sp． 十 十

伽2ηOC乃70〃2／3　sp． 十

五二ηo’ノ勿ガσぬr漉ηηεノ 十 十

五〇ゐ00劾Zαε316めノ0ご〃5 十 十

P1θoo吻3　Pαアσぬ灘3 十 十

8αro訪θ70∂bη如η9αηノ。αε 十

3吻oo痂。謝3読α9アα吻溺σ 十

乃19ρノα7θηぬ〃ノ 十 十 十

7ン100乃70厩3。ρ0か1ゆな 十 十 十

漉η0≠ノ1σ紛0アηαが加ηノ3 十

T「otahumber　of飴薮1ily 10 6 10 10

Totah主umber　of　s　ecies 26 19 27 18

RM訓agarasi　river，　L　lagoon，　S　lake， Ffisheries
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（5α爾ηぬηα纏∫）の0，8kg／m2を除くとし2～5．6　kg／m2の範囲にあった。湖岸に帯状分

布するイ草（So吻雄山ε脚α卿。伽刃∂の密度は1平方当たりに1～81株、もっとも頻度

が高い密度は5～16株で、調査区域の57，1％がこれに入る。これを36本まで広げると

95．8％とほとんどのイ草群落の密度が平方メートル当たり10～80株であることが分か

る。イ草の現存量は0．5～4，05kg／m2で、もっとも多いのが0．6～1．O　kg／m2の34．7％、15

kg／m2までの現存量に全体の約90％が入る。

　タンガニーカ湖の魚類については京都大学を中心とする研究グループが精力的に研究を

行い、成果を上げている。しかし、河口域についての魚類研究はわずかにKawabata　and

Minigo（1982）が予報として報告しているに過ぎない。本報告ではマラガラシ川河目域と

いう特殊な地域であるが、得られた結果を定性的に報告しておく。採集された魚類リスト

を表6に示した。漁師の漁獲物を含めて、今回の調査では15科50種の魚種が確認された。

マラガラシ川から採取されたものは10科26種、ラグーン内部からは6科9種、本門湖岸

部では10科26種である。マラガラシ川のみから採取された魚種は6科9種、本湖湖岸部

のみから採取されたのは5科10種で、ラグーン内部のみは1科1種に過ぎない。また、

全カ所から共通して採取されたのは3科7種である。

　当別に見ると、シクリッド科の魚種は湖本物岸部に多く、それ以外の魚種は潤に多い傾

向となっている。また、小型のC8漉即ρo癬ぬeが川、ラグーンおよび本湖湖岸で共通して

採取されていることはこれらの魚種が稚魚期に河口域を生活の場として利用していること

を推測させるものである。

4．最後に

　湖の沿岸あるいは湾入部の生態的重要性については湖沼生態系研究からも指摘されてい

るが、生態系を構成する生物群集の構成、定量的資料が少なく、本調査の段階では瞬本国

内の湖沼についての知見もきわめて限られた状況にあった。ましてや熱帯の大湖タンガニ

ーカ湖については沿岸域研究そのもが少なく、本研究は数少ない研究の一つとして残すべ

き価値のあるものと考え、一例報告に過ぎないがあえて報告した次第である。

　本研究は信州大学理学部故河端政一教授（当時）の長年の希望があってこそ始めること

ができたもので、研究メンバーがその機会を得ることができたのはひとえに河端教授のタ

ンガニーカ湖研究への熱意によるものである。ここに記して、敬意と感謝の意を表させて

いただきたい。また、本報告は沖野、山本連名で行っているが、研究メンバーである富山

大学教育学部田中晋教授、東邦大学理学部磯部吉章講師、当時信州大学理学部に在籍して

いた高山肇君、河畑智史氏による共同研究の成果であることを明記し、ここに調査時のメ

ンバー諸兄の労とご協力に感謝の意を表する次第である。

　海外調査に当たっては留守中の諸事を快く引き受けたくださった故塩野崎寛三宮、信州

大学理学部生物学科の林秀剛助教授（当時）、ICPによる水質分析に協力していただいた

信州大学繊維学部渡辺義人講師（当時）ならびに細菌数の計測をしていただいた信州大学

医療技術短期大学部加藤憲二助教授（当時）には、研究メンバーを代表して心から感謝す

る次第です。また、共同研究に当たってはタンザニア国科学調査会議長およびタンザニア

水産研究所所長をはじめ、多くの方々による多大なご援助をいただいた。特に、現地のタ
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ンザニア水産研究所キゴマ支所長J◎㎞Bayona氏と研究員Chit㎜uebwa　Deonataus氏には

研究面ばかりでなく日常の生活にも大変お世話をいただいた。併せて感謝の意を表する次

第である。
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付図．

マラガラシ川河口域とカラゴ沿岸域で採集された魚類（1）
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付図．

マラガラシ川河口域とカラゴ沿岸域で採集された魚類（2）
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